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ツ従、な〆決な習以災のれ
プ未一つンに状し降の災ま
やの九た卜｜：１汎た、成態で
起婦九．￣らを結教梨をの
楽人ノＬ例の収ｉＩｌｉ染ｆｉと｜÷１１１自
家敬年え重りＭｉを藤言党差
の青のば要細「１１突発うで別
支のＭｉ、性む、賎のこきに
援枠浜一がこ肯すＩ=Ｉとる対
とに市九認と定る、(］がよし

１月：獅螺Ｍｌ鰹Mf臘万繩＃

ilI蝋溌蕪iiliれiIi

2？溌蕊'１
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醗職`|i総Ilj雛！

i蝋Ｉ蕊騨
繩Ｉ|川：'Ｍ〕漂鰍川ぞ|鰍
￥ｔ糊'８峡ＩＭＢ鰍M2lIiやliiWI殉

成を隙雄がといその帳に
とま図し別確平わこ文しは戦
はたるて以認和ゆで侍てりｊ後第
、、こい外さをる、をき噸に－

雌_;1蝋'1鮭繩：

i騨繊lli
i蝋鵬『統繊：
炎でｗ｣鮒さじ＃朏遊洲
現は平の、でのの多論拡等

ii:慰洲iii鮴Ｍ#;'《臓

議Ｍ鮒灘iiilil1
のの災でよこ蝉はえ女とた
た達現係ると砿、る性二1｛ぬ

一
川
八

い
る
状
況
か
ら
、
男
性
も
女
性
も
均
等
に
扱
う
「
男
女
共
同
参
川
」
で
は

な
く
、
「
女
性
」
と
い
う
名
称
の
ま
ま
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

愈
兇
も
根
強
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
側
治
体
女
性
行
政
に
お
け
る
女
性
問
迦
や
Ⅶ
女

平
等
の
認
識
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
て
み
た
い
。

第
二
節
女
性
の
人
権
論
の
変
遷
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的いい柵践Ｉｌｉとあウに

聡jiim\ＺＩＭｔｊｉ々ｉｌＩＩ#'第
の水（１）いい〈施まンら体二

關雛聯灘；
$獺!{；舗燃臘
政の題別都がＺＡ「た女樅って論
の解でさで女｜ﾉｌＨ･性利た、

i擬ｉｌｉ二Ｐ

ｉＦ１ﾐ篦ムiLi響蝿從蝿
る基れＩ|：的の司目後れｌｔｊｌ
と水てとを実女的でた繁

め
に
発
展
さ
せ
う
る
平
等
な
権
利
、
機
会
、
責
任
を
持
つ
べ
き
こ
と
を
意

（
Ⅱ
）
 

味
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
別
の
あ
る
日
流
体
で
は
、
男
女
平
等
社

会
と
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
性
別
を
超
え
て
個
人
と
し
て
尊
重
さ

（
冊
〉

れ
ろ
社
へ
云
と
定
義
さ
れ
た
。

（
肥
）

さ
ら
に
、
女
眺
問
題
は
同
時
に
Ⅶ
性
問
題
で
あ
る
と
も
広
く
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
他
伽
で
、
「
男
女
平
等
の
社
会
と
は
、
婦
人
が
『
男

（
、
）

性
化
』
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

第
三
項
男
女
共
同
参
画
論
の
登
場
と
定
着

女
性
問
題
の
解
決
が
、
的
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
女
仙
だ
け
で
な
く
、
男

性
も
巻
き
込
ん
で
男
女
平
等
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
意
味
を
込
め
て
で
あ

一
四
九

奈時ク具にの権対し雌市ノＬ芯椛解
川保、体対人侵すて脆さでノＬとしＬ釈
県護パ的す椛害る世にらは七なかとさ

賎）|黙jiiiii鯉liilll鱸とｉｆ
鰯繊ｿ綱iii雌鰄ｌＭｉ

ｉ;IiMil騨灘'１
縦iiiＩ蝉蝋
醗ii？きり〃鑿ぅfRXル鮒棚
い束よメに－，次はうｉ1,§・ノＬ、保か司
る京るスなと女，,,：、イにイ,<例’一つ女
･祁緊テつ司性へ女ツオ〕のえとた性
、急イノこ女固の性し￣たＭｉぱい。の
ｉｌｌ－シ･性有人にとる浜一う人
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鰯溌鞠１Ｍ
幽洲ｉｉ雌下ii鰄雅ifijl〈ｻﾞ級
蕊!;ili難戦辮熱１
１t，称腰でＭＫＩ行け司行総え案そのいのｌｒｉｌノＬ女

■溌騨１１
地llll、いの111｛同のべる’４１のｌｌ２あと余るが
プ解ソ）な遮り参１１１１き機ら場ハＩｉるいｉｌＩｉこら
うを女いＡｕ歩ｉｉｌｌｉｌＷネ|：会のへの。う（l(ｊとも
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ﾊﾄﾞﾊ:鞭参でに''に会を平鱗珂Ｗｉ洲臘'(iiii…

li殿１７蕊|ＴＩＤ
茎1鮭縦1糊》黙iili1ili賊

栂Ⅶ湖靭鯏Ｒｈ胸

溌繍１
蕊鵬磯螺鱗
諏iii熟聯ＩＭＭ鮮

灘i鰯

号
）
と
定
義
し
て
い
ろ
。

こ
れ
ら
の
理
念
、
特
に
大
阪
府
の
「
男
女
協
働
社
会
」
と
「
男
女
共
同

参
画
」
と
の
哩
念
の
迎
い
は
な
お
明
確
で
は
な
い
。
「
Ⅶ
女
平
等
」
と

「
男
女
平
等
参
画
」
と
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
哩
念
が
今
後
ど
の
よ
う
に

苑
腱
す
る
の
か
、
注
Ⅱ
さ
れ
る
。
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illiの一な＿上噸なな八↓Ａ提た進
三女ノＬくげをくるイＩｉら示初のが日
○性八すをＩＩＪすこのれさ期が烈治第

:騨鞭雛：
鳰難l1IwM'ＭＨ雌
ｚｍｌｔ２Ｒ耀老鶚臘灘石ツ

純#嚇誠総;鯰
“w蝿懲鱗燃
ii灘6川脳総Miii蝿
’薫鮒;蝋霊
司,泄洲iil幽兀雑蝿蒜
当」２，をき’］をに｜_；ががれ促

法
学
志
休
第
九
十
八
巻
第
三
号

し
て
、
「
形
成
促
進
」
に
切
り
か
え
る
こ
と
を
側
係
背
は
岡
く
評
価
し
て

い
る
が
、
そ
の
転
換
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
剛
解
す
る
に
は
な
お
し
ば
ら

く
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

関
Ｊ
針
決
Ｊ
稲
へ

でをね％％二で〕;（○○京三し等一汁６１あ
はｌ几ｌノＩｌｉ三、、○に都三％都１１{てを」ヒノＬｍｉｄｌｉるそ

縦iillilill;扇1雛轆辮瞬
○Ｋ；瀞定でこま犬○に県○○適う碑１１１ノニのりイ

iEI1齢些８iElilliIRTil鋤，(蝿'(Ii3紬Ｕ
ｌＩｌ鍬ＫＨＲ８蝿％８灘８：ﾎﾞｰ１３繩ボ
らとらるノＬｉｋ％○に’'’○にリ｢ししこ’８１ノＬｉｌｆｉ進を以

蕊臘壌M献蹴（織臓#
等提やに％は末京○で」も－に化、〕;（しのすイ

諭Ｈ３ｉ５洲'８塁ili5Hillliiに締Ｕ
|ｶｾﾞlll世９８型M;：８４％iK舗兀鮴lii

;鰹：!#職|#廷''１iii：''1鰯''''二

;鰯iii震'1睡臓蝋燃！
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|￣ 

|■ 
〔
稀
歌
会
等
委
輿
へ
の
女
性
の
識
川
促
進
に
側
す
る
要
綱
等
の
目
撒
悩
の
雌
移
〕

（
泌
）

ク
ォ
ー
ク
制
（
割
当
制
）
が
導
入
さ
れ
た
。

自
治
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
橋
）

① 

１１ 
ｒ、

ミーノ

9６ 

○
○
○
 

埼
玉
lビニリ
ゲTミ

札
幌
ili 

｣上
海
jh［ 

①附属機関等の青理に関する要綱二
九八七年）

②瀞議会寺への女挑の盗川促巡要綱
二九九五年）

③附川機側報の行剛に側する艇綱、稀飛会等への女性の笠川促進婆綱を改正
Ｃ九九七年）

①糯議会等委瓜の女性魔川促進要綱
二九八九年）

①川人の政娠決定参加促進要綱二九
七八年）

②女仙の政簸・方針決定参加促巡嬰綱
二九八七年）

③｜女性の政箙・方針決定列女共同参画促進要綱二九九八年）
婆

＃ 
の

名
称

①二○％②二○％③三○％
①二○○三年までに三○％、雌終目標は男女同数とす

る

①一九八○年までに一○％を上回る
》」し」

②一几八八年血から一九九七年度までに二○％③一九九八昨喚から二○○七年度までに三○％ ！ 

東京都

①一癖議会等における女性委貝の任川促進について（決定、一九九六年）
①一九九六年度二

○・七％
一九九七年度二

二・二％
一九九八年血二

川
IMj 
ilj 

擶浜
神奈川県

の寧製墾窓等委口への女性の参加促進婆
綱二九九○年）

②嘩溌災窓聯姿ｕへの女眺の参加促進挫
綱二九九孤年）

①瀞議会等委貝への女性の枩爪促進要
綱二九八六年）

②稀議会等委側への女性の鍾爪促進要
綱二九九五年）

｜③稀議会等委口への女性の参加促進要
綱二九九九年）

①稀議会等への女性の参加の推進要綱
二九八三年）

②審議会等の委員への女性の登用推進
嬰綱（一九九一年）

①一九九四年庇までに二○％の二几九六年喚までに二○％以上、女性のいない霧議会の解洲○一九九八年庇までにニバ％以上、二○○○年度までに三○％
以上

①二○’二五％②一九九八年まで
に三○％

③二○○三年艇までに三五％以上 ①教育、福祉、健服等女性の活幼や生活体験が生かされることが特に鋼まれる分野三○％以上、それ以外一○％以上②三○％以上 六・八％
一九九九年艇二

九・四％
二○○○年度三

．－、６｜・エノ⑥／
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法
学
志
林
輔
九
十
八
巻
筋
三
号

〆、

L」

い上ま数さとらの性よ戦
。￣つがれはあ1脚のつ前政
そのて藩てでｌ）、Ⅱ政てか冷第

騨溌iiiはるこ〃１木刀のてのてｉ(）婆

;蝋；
焼舩Mi；Ｍ３朏迦燕
でも位と１１にる配議も釛力
女多向どの任こlIi員女には

（
Ⅲ
き
取
り
調
査
に
雄
づ
き
作
成
）

一
五
四

桶
川
！『（

大
阪
市 大阪川

--Ｓ－ 

ｊｊ１ 

郁
ili 

＿▲Ｇ 

ｊｊ（ 

郁
ｌｒｌ 

①稀議会等委興への女性の識川推進実施要領二九九二年）②瀞縦会鞭への女性の職川惟巡災施典
二九九六年） 燕要綱はない

①術鍍金等への女眺委瓜の醗川惟巡について（企画部災汕知、一九八○年）②稀議会等への女性委員の登川推進について（推進本部決定、一九八八年）③稀鍍会報への女性委口の盗川惟巡嬰
綱Ｃ九九七年）

①帝議会嫌への女性の笠川促進のための特別活仙狸綱二九几三年）②稀議会等への女仙の盗川促巡のための特別活勤要鋼（二○○○年） ①糯鑛会等への女性筏風の溌川搬進要
績二九九六年）

①一九九五年度末までに三○％②二○○○年まで
に三○％

荻本計画に目標値をあげている（二○○○年までに三
○％） 

の目猟位を定めて
いない②同上

③’二○○○年喚までにニバ％ ①二○○一年度末までに三○％②女性の割合が一○分の三を下回ってはならない ※要綱では目撚仙を規定していないが、プランに目標価をあげている（二○○○年までに三○％）

編岡市

※鍵綱はない

行動計画に目標値をあげている二九八○年に一八％二○○○雌にニパ
北九州巾

①稀議会等における女性委日の笠川促進について（助役池川、一九九一年）②講談会等への女性委員の参画促進について（助役通知、一九九八年）
①一九九四年度までに二派％②一九九九年度までに三Ｃ％
％二

一○

○ 
年
に

二二

五

％ 
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しｉ３をがた員
て比求考。かに｜
特率めえ具ら治第
にのるら体、（,Ｉ（三
頭い女れ的行・久項

I:１点ず111：たに政１１|：:ム的れが゜は内行公
{１１ににｊ棚しま部政務

腱取おえかずでの貝
襟舳,:ｉＬｌＩ澱ｉｉｉ
政むも治こ員性当
のこ女体のの職｜<Ｕ
ｌ上と性職ｉｉｌ１ｖＩ」員に
鮫はの風Ｍｎにのは
U｝な割採にお地、

幾灘蕊;：
四九」角では性をＩｌｌｉ

＆・勝lil職Ｍ
で弊休比声瀞

，im1ポルボ繊
簸、〈噸か等
と台場太つ姿

の学えＺＩｉ学らデ雑るる（2ｋ

織２１MＭ%J:ヤバ＃灘
iiスｊｉＩＬ尿糀↓［瀧,ii2

職j:i;iilli鍵
:il灘I織
珊ｗ:iwlik鰹ｉｉ
ｉ#脚『５１:’；
た活修、ｌ《愛性の女を

ち大与・了大み八をすい
たてに修性誠九タ関て

D1iil1鯰:r・蝦洲
＃lIUIiillzBl1i兀了“

特で商を北神担のによめがるるいるへ進
に、い抑ま九奈当地女う、、よ機つ錐のでこ

ガボ糾走１１Ｍ％|\Iミガ９２純ＭＭ：１１８

|灘lIl灘総iDli
繍灘蝋蝿
＋てる率、は、女女でで少をが修に辿女の

、Ｉｆｉｌどの促る、でばくげ先サー鹸内別採、の

：；<繍灘繊鱗＃鱸’繍

濡鯨篭轆ljl薦iliillli蕊鱗i1i
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し停のざｉｌｊ初浜川部災へ/ことの知の
、滞課れにこのま’|ｊしか氏塑１,１１１゜し｜:１丁)ｉ篭まえ
一がｌＭＩｉるおれ可たで、らを）(1１て治に１１１ノこ（２）な

)蝋'《１Ｍ;ＩｉｊＭｉ,ﾎﾟ'４%iiiiMi,'（Ｍ蟷繩閥(；
ｲﾄ|;三鯲儀iIll鰍ｉｆⅧＭ』'(＃ザー鷲Ｉｌｉｌｉｉノミ
|;Ｈ|洲えwlil'Wti“'１ＭＨ職Ｍ》薇
らつに。ＴＩＴ｜:｜ミ’１１職ては’１１政へる壷｜兇ｌｈ１へ
のっ付こ長治ツＷｉｌｌ［ｌ外、腱lliliのよ)１１案ｌ： 箙

;鱗蝋;!#;鰡鵬洲ｌ
ユのれｌｌＩが長編［|’紀らが蔽川〈ｆつこ災とを
ア謀るｉｆ『極へＩＭＩ心代ソｔｆ総ＩⅡし１１１たと際し
ル題と休めのｉＩｊと二ｒｌＭＦｌ１したを。を仁て第
・といのて就内な氏７;（府たのＭｆ近は、、三
ハはうト珍（［でつを炎かり；はりイ|；じ－１WＩ『フ
ラなのソしは開て（；子ら例、込、めノＬｉＩ１
スらがプい｜Ⅱ（''１，１１１氏坂がｌｌＩ’Ｃ首とノＬｌｌリ
メな一へ！|；難さ一しを東あ余こ圧し一や
ンか股の例がれノＬノこ《；眞るⅡ’とがて年｜|ノノ
トつ的女と多たノＬ･川理。リ'しが、、に役

'１りたなＩｌｌｉし〈･ノＬし子まが多選い躯へ
題。兇のて、１１２ノこ氏た讃〈拳〈）』（の
がし刀就＃'’一に。を、谷な公つｌｉｌｊ女
原かで（［道般はｉｌｉ盗外ご｢.つ約かｉｉｉｌｌｌ１Ｉｉ

会末二れク様い〃設至１Ｎでテ女
等ま次（リリをオに￣のＭＨら雛もイ’'１；第
へで京え処Ｉ定と姿〃§なと女プの一第
のにＫＩＩば機夕め定１１コかさＩｌＩｉ・〈ｆＩＨ四
女女ｉｌｉ、にＩＩｉｌｌらめの茶つれｊｉｌｌア川で項

繊徽Ｉ澱
陛繩，駝図繊兀ｉｆ”ぬ,1,1ァ

澱;M鰍麟鱗
鯉洲>灘綱簾蝋

鰯#;爵蝋騨
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地
位
向
上
惟
進
懇
話
会
『
提
言
１
１
審

議
会
等
委
風
へ
の
女
性
の
盗
川
促
進
に
つ
い
て
」
一
九
九
○
年
。
こ
れ

ら
の
審
議
会
等
で
は
、
提
言
を
ま
と
め
る
際
に
、
市
の
関
係
局
長
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

（
瓠
）
こ
う
し
た
も
の
の
代
表
例
と
し
て
、
今
回
の
調
査
先
に
は
入
っ
て

い
な
い
が
、
災
脈
県
伊
丹
市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
「
女
性
施
莱
巾
氏
オ

ン
プ
ー
ド
」
が
あ
る
ｃ

（
犯
）
東
京
都
④
一
二
一
面

（
調
）
東
京
都
⑤
七
五
頁

（
別
）
神
奈
川
県
④
六
四
頁

（
銅
）
神
奈
川
県
⑤
六
八
頁

（
粥
）
大
阪
府
②
凡
六
百

行
）
大
阪
府
③
五
四
頁

宛
）
京
郁
巾
②
七
肛
頁
、
Ⅲ
④
二
七
頁

師
）
京
都
市
③
七
九
頁

ｍ
）
偏
岡
県
②
一
七
画

、
）
北
九
州
巾
②
四
九
頁

（
⑫
）
川
崎
巾
①
一
九
口

幅
岡
市
①
二
頁

三
○
日
ｇ
ご
Ｃ
の
ぐ
⑯
』
８
日
の
日
の
略

の
⑦
且
の
『
：
。
□
⑦
く
の
］
○
ロ
ョ
の
貝
の
略

自
治
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
橋
）

（
妬
）
財
団
法
人
東
京
女
性
財
団
『
世
界
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
ー
瀦
外
風
に
お
け
る
ア
フ
ァ
「
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
劃
ン
法

制
（
資
料
編
区
一
九
九
五
年
、
同
『
諸
外
国
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
制
」
一
几
几
六
年

（
辺
財
団
法
人
東
京
女
性
財
団
『
性
差
意
識
の
形
成
環
境
に
関
す
る
研

究
ｌ
桃
溌
に
側
す
る
文
化
の
形
成
お
よ
び
敬
行
効
梁
に
Ⅲ
わ
っ
て

ｌ
』
一
九
九
六
雌

（
柵
）
川
川
抜
人
來
点
女
挑
財
川
『
川
随
共
剛
性
、
ジ
ュ
ン
ダ
ー
ｌ

女
性
と
財
産
に
関
す
る
研
究
」
一
九
九
八
年

洞
）
Ⅲ
川
法
人
蛎
京
女
性
川
川
『
男
性
の
自
立
と
そ
の
条
件
を
め
ぐ
る

研
究
ｌ
団
塊
脚
代
を
小
心
に
Ｉ
」
一
九
九
八
年

（
卵
）
Ⅲ
川
法
人
桐
岡
県
女
性
Ｍ
川
『
腿
家
の
家
族
経
常
協
定
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
』
’
九
九
八
年
、
同
「
兼
業
農
林
漁
家
女
性
の
経
済
的
自
立
と
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
画
叫
一
几
几
几
年

（
別
）
女
性
施
策
を
考
え
る
会
「
都
内
女
性
セ
ン
タ
ー
情
報
，
九
六
」
一

九
九
七
年

（
皿
）
男
性
と
闘
春
を
考
え
る
会
『
「
買
春
に
対
す
る
男
性
意
識
調
査
」

報
併
諜
』
一
九
九
八
年

（
田
）
イ
ン
ザ
ル
・
ヨ
ハ
ン
ネ
・
ア
ル
ネ
セ
ン
ノ
ァ
ウ
ド
・
ラ
ン
ギ
ー
箸
、

外
女
平
等
の
水
を
川
版
す
る
会
訳
『
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ゾ

リ
１
教
育
用
テ
キ
ス
ト
・
男
女
平
等
の
本
』
’
九
九
八
年

一

六
五
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'i';i''i鋼ｉｉ
、で地あまい象
とは域るりずに
りなで｡、れ残
わいは日につ
けが、治おた
ド、北体いの
メ自海間ては
ス治道にも、
テ体と一、北
イ女札種女海
ソ性幌の性道

？Ｈ１：ii1Ii＄ 
（のＩｌｌｌ卜の、
イ現でワｌｕ首
オ場の，当都
レで公ク稀圏
ンは式が、、
ス、な形，則関
にｉｌ}ｉｊｌ１Ｈ１戊係西
対者Ｉ）さ背圏
すの決れの、
る諦めて，,,，九
協機がいで川

こうを資りいわ資

！ⅧMilKjiijiii 
につづはで、献収の

ＦＩＭ：：繩繩
て積かそこ行とびで
、種つれと政間間は
以的近ほを世きき、
「ないど再当取取，］
、施将ＩⅢ認職りり治
整策米確識、謝謝体
JIMののにしや査査女；
しポノ〔なた女もと｜'ｋ
てイI1l：つ゜性実と行

撚ド肝胱ﾄﾞﾋﾒ
しをＩこな聞夕た、過
た見人いき’・今去
い出きが取のい日の

ｏｒルヰ：＃X：鴬
と鍔［１通背の性に
がすのじが｜:｜行関
でる女て熱治政す
きで性、心体にる
たあ行文に’こか文
･ろ政献取おか献

第
三
章
自
治
体
女
性
行
政
の
新
し
い
試
み

第
一
節
自
治
体
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

法
学
志
林
節
九
十
八
巻
第
三
号

圏おワたでをＩｌｆ１るりとなるソあ四働
男け１エこぎ開催ま表ス女ノＬいⅡＵ･エな年首の
女るクンうる（li1した現卜Ｉ！I曾州よ四ンたに都ネ

灘iⅦ際;ii;織ji雛；

灘懲i瀞
け首域ツ進と究どお人当てて物す九
るｈｌｊに卜しが会をけトイ者いいのるノＬ
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の瓦え女れ現作の規治莱

鯛＃ilM灘|柵
嵐'ml61iWiiilfⅧ！{艦ｌｉ

ｉ総鵬雛；
繊雌雛#洲

IiL鞭雛Ｉ
遇マノ丁（とにｉＩＷＩｌｌミンにイれア

ス女が対允にフジアるに
〆性多しに関レエに。バィ
デ１１｛いて識わツン対どす
イ団゜は論るトクすのる
アが例、ざ表を｜る１２１施

＃|：ぃ７ＥＷＩ

職lilMl
の、氏らネ'ノト

iill1i鰹llM21
確紺Ｎき１な関
保織Ｇもクど画
すＩMIOのはで、
るのがで、あ几

：雛;!;；
ノハ分はも,<Ｗ域
ⅦｑｈＧサｌＢ
えれまなＯらけ
るてたいネする
。い、。シろョ
た｜:Ｉ卜と北

、

第
二
筋
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
施
策
の
取
組

にパが効標示九プのてのldllIlji
はう見きとさ第･ラ名こ第識法ｉＩ：今
そダらとのれこン称れ一論の会，Ⅱ，
のイれしソ‘ノこに、がまＩこが研ノハの
こ人たて’ＴｉＩＩ９ｌ、ソ）、で、，:，修水上
との。欧が猯司次女以川滴やｉﾉｉア
が変国迎強体リ）此性」：諮体市成り

女ｌｎ１行にとの民立ン
＃職：鮒共参鋤燃し,uへ．グ
に’'１性風’識政岡画計〈て当の施を

はじ行iwlさ繩論瓢Ⅷ没の洲鱒行災
剛liiif瞥磐柵州細臘ぅ性っ女IiJ〔業ケた

ズセ鰯§Ⅶよｎつ共にが,,一う政あ同意展後ノＬ
てては変一ま成に担Ｉ）参識開でノＬ

）fwHli灘艫ィ凹淵Ｍ
いがれあにｌＬｌ芒れかや、ぃお各１０，

ざ等画がてて、秋
よ、にるは治

云う［’よと、体とるら１，１行たりＩ:Ｉは

ClIiilili雌j;t＃：，iiiﾘ)』,と，。、綿、lf1女七ｉｉｈ制体ｿ）
えの性どを行法が此ク体定で女
る’１０行う御「政１－'１強同シに過一比
・係政風しの上か参劃お程斉，ｉｉ１
行の洲い’ｌ’ﾘＩつ画ンいでに参

こ
の
点
で
は
、
一
九
九
九
年
に
国
に
お
い
て
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
が
実

現
し
た
の
で
、
こ
れ
を
追
い
風
と
し
て
、
今
後
、
治
体
が
ど
の
よ
う
な
施

蛎
を
腰
間
す
る
の
か
が
旅
Ⅱ
さ
れ
る
。

第
三
節
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
促
進
行
政
へ
の
動
き
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な容がｈＩｉテが案な1/f↑いあｌｌｌｉ促減るす点そし
ももつ１１iカム魁しり体る第るで巡少こるがのてソ）
の含てなの定たき久一，三ときさしとこソ）収、女

灘織繊ｌ
繊蝋麟嚥
灘鱸鱗鵬;総
こて点い１ｌｉｌ１救れ施が前求がつのルにⅡＬとてる
れスか。、済る簸｜ﾘ｜かさ必/こ’１Ｍギ変もいい動

ｌＭ８ｋ鮎Ziiiifli4鵜Ｍｊ《ｻﾞＭＩＨ乱iｆ

い理域lll［けこ処
て仁にJiI；でれI１Ｍｿ）
はつお婆、はと女
、いけ｜Ａ１地画社共
こてると域１W会同
こ、女なに的に参
故あ性るおなおｍｉ
ｌｌ２えのとけｉｉｉけ社
、て人きる進る会
こ空椛にｿ）でＩｌｌｉＪＩｊ；
の白の、女あ兼木
櫛仁確そ共る別法
のさ保れ同が、－

iMiiiiiwj鯰
誕仙’二｜を会は害は
や万治行のこへ、
絆で体う形のの国

Ｍ〆iiiii騰継
jlM地迎処側にが荷
ののす］Ｍ１しつ定に

鵬ＭＭｉ５淵W
が体合や１１台扱れる
内にの、体うノこ苦
部お処ｌＵかだ。傭

れ以ＩＨＩますれおし活
に前節すりなてなＩｉ１た動
つか’Ｉりるさわおお当施も
いらに〃つちり、な鞭ま
て}鮒、；’て、、’'１時とた
は想払もい今までＩｌＩ１し国
後さ本イくな日たＩｊをての
にれ法雌いのり）、経訂：施
改てが定の時女女な秤莱
めい条仁で点ｊＬＩｌｌ１けさを
てた例なあで同にれれ勘
検条にらるは参対ばる案
討例つざ。、画すⅢ１のし
ずといるそ国二るらかた

く|M繩ＲＲ８ｊＭｄ蝋
係黙なｙ）本○へなの、
がしいに計・イl：のらⅡりあ

ＭＦ柳､}餌1M燗ｉ
とるがｉｉｉっソがでには
なこあＭ１いが瀞あ対地二

ぞきるH1i孟繊：淵/く
い、水〃さで｡涛性
る雄ｉｉｌ針れ検えを
。水ｉｌｌｊｉがるｉｉｌ６生
こ〃：に定・さなか

第
四
筋
救
済
１
１
権
利
の
保
厳
－
１
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Ｉこの「ｌべｌ１ｌｉ

Ｗ上iiifM帯雛
れでとう鞭の－
，行しにの日項

|:ｌ政うて、た治ハムイケツブで労め休労

f1jlW淵、堺１Ｍ
＃i､鮭郷'１
政のおが国突お
のｉｌｉいｌｌｌｌの施け

鵬llIKⅦ州
研に、てとい溌
究（ｊそきなと別

天作れたつげの
西liiiざ１５槻

$（ｌｌｉ２：鏑
ツｊは目が、と
例ｉｌｊ治壁すし
の遊休とでて
場府がなに準
に県回り述げ

：Ｗ２ｆ際＃：L;こ胖偲
゜にとつるイるついれ検只検

朏鰯；１１１１〈磯iM胸
すかｉｌｉｌｌ－・にＮ、の注すれ
るつノ」時パイ１Ｍ【（ｌｉｌ１Ｉ当｜｜］るて

８ガ繩４'〈：誠ﾊﾞｶ:き
Iii忍綱脇|舳紙嘘
るる限等ス’|，し休行るがＩｊＬ

馴縣鰔尉Ｗ階。＃』（
ろ、いる轡$,I（〈事おリー本
う女て゜１こをまｐｆいる法

！｛鱗蝿ｉ蕊
il繩鮒|iii鰍１鱸
にすをはり・えをたな、の
検る与、るば）ｋな樅川よ

’il臘酬8,!￥ＥＭＭ２
てもれ法Ｏメ調と讃聯現

：紬Ｚ繩ⅧＷＭぞ舵'(し疏醗肺

lii:鯨蝋鐘;鰯1W蜘li；
ＩＡｌ勤じうｉｌｌｌ没、が対ツｊ織政の足うて求、どしや
の相てス奈立一コす勘労り；効ししこさ地のべ七

N鮴幽(;il1lW繊鰄聯経

:蝋《蕊鰍蹴雛ｉ
ｉｌｉ様せせがｌＭ１職うｊｕｊあツノ労にわ部るかｌｌＩこり］ラ
仁のんらイ＞に甥かじる（肋働６ら、。わ題ろ}）ス
お活をれ女あにたて．片｜{｜及ずｂｌｌらをが込〆
い動Ⅳ（たヤｌｉたおち１１１１こ、談ん、京ず水あむン

【鯛iliツモ２１$iMMHiⅧｌｌＩＩｉＭるJMIL
二、まにに夕いヘリ）決決対、ちる粉、のにそな側

)ｔ８￥卯IL2辿絵lliiL鵬m3ili織酬キ
鮒i；て洗卿：Ｍ紬!(‘ＭｉＷＷ鰍iUih
な、るＨ１七特ＩＩｌｉｃみＬ１ｉどそ、にど手こ多（!ｉ１２）
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:ｉｌＭｉ;戯;胸
たでし廃皿ノレ女しとる体二
゜は、はりｌに111；てのこ女項

：‘万Ｍｉ鰍g譽滞女
にン八治人が楠のがｉ１ｉ政性
いダニ体ＩＤ;〔介ＩＭＩ課ｌｌｌｉ災のに

ミル|【３Ｍ＃瞥鵬llilM￥
か司設題しくみ存た趣かる
けかＩＩＴと’1Ⅱきな在・でら暴
こげさし害ですはし‘も、力
みこれてさは祝認たり夫
寺みたとれな点，識が、な
し一寺から､いがしつ特ど

鮴椛姉１１石て馳
能機われ的う分た〔ｌ急暴
と能女てに剛でが治一力
はを’１|：こ女念あ、体ｌ１１ｉを
、持七な’'１ｉやり｜］女保受

;：筏11ii鰯ｉｉｉ|雌
にがの。る水１１１１部の施性
〈IUIjA雛めのでｌｕすを

てり生鮮強て苑
も、み決制こい的
、』兇だをノノれる協
今場し禅をら゜ノノ
後でたく作のを

－．のこ『りう事求法
MM61ililiW：憩
広解たがを、
が決手あ、性可林

：繩倉上ｉｉｉＪｉＩｌ
兇め、といにん十
せら当をな関Ｌ一八

捌鞭｛：侃繼
あ［｜にても労た粥
ろ治受い、勘ち言

､鰹iW＃ｊｒ
ｌ避繩ｉｉ
手絡Ｎ’一おが
法果Ｇにい図
とで（）よてら
しあがりはれ

鰍職鮪輔|鰍

騨砺鶴Ilj
鞠織雛繊lli1;;§
す｜ＡｌかてｌＴＩｊき〆てう分が.。かに、イポしに
対談－，し二浜ベドえい【Ｉ解クるううし亮と｜'ｋ
にＨ１のと談ＩＭｉｂ、まとがｌＭ１シいいよ解（」う女
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オー場て事を
ン歩合い業立仙

乳ｿ1Kｉ'４Ｗ(豊
パ’'１つうそげ女項

蝿繊
政済Ｉ１Ｉｌをででに池ン
の機に紹苦受努にブ
比関立介’11｜けめつズ
鮫につすを付ていパ
U}はてる’'１１けいて｜

:磯;ililj2
f聯Ｍ：ｈｌｊ
｡、、筒に治ず
そい机をも体’'１
こわ談与示の談
でゆかえさ相機
、るら、れ談ＩⅢ

急護のし暖のクにｌ１Ｌパる

lf,&證湘淵蝿iMljlii
施済は対仙ををiliH機炎ナＬ－

澱郷鯏鮭Ｌ！'ｉＭＲ
笹でを胆ｉｆ化に一氏てら’iリ
備進検当しし、几’''１、の初
がん討舌た犬ネノＬ機広激の
兄で、のす。ツハＩＨｌくし実
込い考念べトイドかｉＦｉい雌
まるlUjiiji’てワにら雌暴訓｜
れ「’’'１’この’はなを力ＩＣ（
る流ではＩ:’クこる与をを
･体あ常治をの被え経行
はＩ）に体強’１１１１１；た験い
ま、あで化題背・し、

＄|ドミグゴ|iii斜ルⅧ
数的とスとすのｉｌｊるで
でながテとるたでと多
あ女わイ６ｉｉＷめはいく
る｜ｌ；かツに７ｔの、うの
がのつク、をネー驚女
、樅た゛ＴＩＩ行ツノＬ〈’1ｋ
今ｌ'１が（内い卜九べが
後の、イの、ワしき犬
、仰そオ文そ｜イI呂結や

糊川〈繊Ｗ溌測uj川ｈ維扉ル緋

|i＃鯰兀＆'鵠１Ｍ`洲鯛シ;|馴

蕊血
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救椛媒１１Ｍ繩ｉ雛測言⑲二'１職繊

蝿1灘蝋｛
職l1llIli醗口i：
：ｉｌｉ；繍刷[、刷定Ｗｌ:i､ミミ職Wiポ

驚蝿（繊蹴liliii蝿織
る（よのプ水、鞭必係侵機は説あつ所るめにＬ－例

i蝋'１１１蝋iiiｉ
;灘;蒔議鱗瞬繊鱗ｌｉ
１;iliii1ililiil鱗鱗;ii蕊蹴Ｉ
がるまらへ繰女、説にいきを機る’|’い脈を１両｜－・
あとつず辿り平足ｌＵｌｌ底、に１Ｍ１１慨｜胃１１’て進及参三

とすどわ、ｿ）言び要行と録うあのっの響共へ
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ださ性ン調立阪｜'|；のは今とける

1噸f鰈Iii1iii11Mlilii

蕊!鰯
Ⅷ灘W:Ⅷ“維蕊
灘鍛Bi糊liNii祁
糀棚iii鰍ｌｉＬｉＩｉ'」しlliiZi
談つうへす的さとス〃そ応、
論いよ例るにれへしにＩこのすＩ１１
さてうえｌｌｉ：イ〈たＵてつっ尖る１１１
れ検にば愉利。、いい態らを
允討、オをな大女ててＩｊの受

範復に
ⅢＩとつ今
を’２１い１１節
ｌｋＩＸてで四
げのはは項

[１る文、、

ii撒蝿鷲順
次’11：Ｗｉ－卵支

$鮎!;鰐
のざｈＩｉの受グ
Iこれ」,（対リラ
枚、樅応たム

Ｗボ鮒＃
へ、仰ぎヤ

バ}擁Wi＃
iiMiiFi聰
遇先ｉｆ｝心を
巡休身受
的ののけ

、!;M1li
iIiiのｌｎ１１ｌＩｉ

第
五
筋
自
治
体
女
性
行
政
の
主
流
化
・
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ

一
几
几
侃
年
の
北
京
会
議
が
も
た
ら
し
た
新
し
い
労
え
方
の
一
つ
が
、

女
性
行
政
の
主
流
化
・
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
こ
の
労
え
〃

で
は
、
社
会
に
お
け
る
性
溌
別
を
撤
廃
し
、
男
女
平
等
を
典
現
す
る
た
め

に
、
政
箙
決
定
過
僻
等
社
会
の
中
枢
的
部
分
に
お
い
て
女
桃
も
派
伽
す
る

一
七
三

叡織#灘MiIiii;縦
戦輔艘：ｉ艀ズホビ
慨測YllMl't朧Z1ll1lli
鰹:瀬iii轍辮
でりり制な嘘泄を，Ｕｊたへざい

i蝋騨
鯉鱗ｽﾞjji1i:灘ii鰊
注しの行ノＬた過］&他行文いＩｉｌｆ
がう回試几い討埼の十!《るな被

Ｗｉ郷i隅艸鮒鰍＄Ｍ
れ国いが仁だ（よはをすあると
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Iiil撚熟職醜雛

灘灘鱗ｉ
：艦船Ｍ縦ｿ)ｿj2鯛洲汎鰍＃'幾

Ｍ{同Ⅷ川;lii鰯§て,惚柵”

;;鰯鰄蝿雛霊。
＃雛州：綱ガルポ首鮎Ｗ：開ｂ
Ｉｌｌさり参定規確のｉル法高ン参りグ）。る治視
当れ－ｉＬｌ１ｉプ定保団成JｉいにｉｉｌＩ１、女総体点
背る層を［Iでさ（'（員条次対局二比合女を

力Ｉでの求七あれにとの元しに○同調|Ⅱ:行

らえ体なものど結そのれこ上
れ方的考、課のそ采う｛Ｉｉｌｌてれ同ｿ）
、がにえ難題よの的と定きま参女
埼あ強力本意う結にしがたで画共
]《る化と法識な梁はて｜ル゜に社ｌＩｉｌ
ﾘＡ・す、にと条、そい想笑も会参

旦灘i鵬鰄fXii綱

鑑麟Iii繊禰
糊馳ｉｋＩ４所眺継純幽
洲ビポklllltiM質一$IJl翔釧（
ら弓いはう的｜:１すプニリ勤立はらめ、

れ縄継iljiiiiioネル圃關iR鴬

：蕊辮鱗聯：ドド
名う限のみｌｌｌまにＩこて求か、
づなをよっ当た急１ｋ条めしソ）
け考具うつ荷、でか例ら、女

一
七
四

こ
の
脅
え
方
に
共
鳴
し
、
と
り
あ
え
ず
は
こ
れ
を
追
求
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
柄
助

へ
の
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
を
皿
じ
て
、
地
域
草
の
根
に
お
け
る
女
眺
差

別
的
な
慣
習
の
克
服
や
企
業
、
学
校
に
お
け
る
こ
の
考
え
方
の
定
着
を

図
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
の
取
組
の
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

第
六
節
条
例
制
定
１
１
権
限
の
確
保
Ｉ
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１１|：にああ的一り条にるく１１（条］ｉなる’''1に
なが灸るげ、次一例は人りまイミ（クリリ；しいへ進もし
わ談例ｃる総的ので、権条た条的の先一計、か

鰯|i職i鱗
Ｍ{捌鯉i(臓騰キトiⅢ棚iiiiMZ雛iU
比、あ、女［］にがなもれい条八てると行、告対｝Ａ
ＩｊｉｉｌＬろ先Ｉ１ｌ：うと地わ含るる例イl；い･｜ｎ１がｊｉＩｊ響しる
肌呪う行のこつ域ちめとたでにるし嫌嘘］ｉのてと
兜Ｔｌｊ・し人とて仁、てＩＭ１めはョとたなりりｉＬ捉雁、
、て樅をＬｌｉおこ、解、、人考が、込のｌｌｌｌｌｌ例

大川いに｜ﾘ｜きけこ人さ条前阪えつまま茶をにえ
ＩＩｌｉ崎る特らやるで樅れ例文１(｛らてたれ例求おば

l;Ｗ尻１１Ｍ雌蝋(Ｗ<＃:岑懸lii沌辨
一で灸てしｊｌｕのちをる掌性’Ｍ１。［１れりＩ）そソ）ｉｌｌ
も例Ｗ『て域人づョ・さ〉jＩｌｍで以、込れ女の
、とたいを椀くままれにの（ｊ」：他まを平条
二のにるつをりちたる起社なに〃れ公等例
○｜)リリ１１の〈多にづ、事ｌﾉﾘ会おノハ、て表参の
○ｊｌｌ１ＩＡ１でＩ）ｉiii第〈同務すづ、イミＭｊいす画’'１

鞭熟溌
;蝿織醗

撚j鞭iｉ
ｏ 

一○

Ｌ 
几

Hosei University Repository



悪ＭＩ１Ｍ他慥Ｍ';Ⅶ'ii＃す測湘今
の解に椛力（'：州エにのにので公，,,：る転，､，

緋＃Ilg洲；Ⅷ焼,ii州,i＄,i，

鯏鑑#漏蛾鮒§湾#鰹ii（
にむ平域のＬや点調のな女よのべ組と今

怡鱸％ｌｉＩｉ２兀繩'#撚酬ズ紬》（
、へｌｌＩｉけでと几映をを平政、ときに認，Iil

9''１ｻﾞｶｾﾞ'''４”'MiiiK三%孔r,雛
1ii1鮪８%|魅裂Ｌ薇iw,,Ⅶiij腋
し噌紺と休進界と、内突強にうあ人発も
たしみの女む都がＵＫ１’H’リ』化はとる権し，:，
手てづ述セ'：こ港求の府がさ、すのに、治
法いく挑行と区めあの川，れり）るでおこ（ｲ［
をるりの政も内ららソ）侍、女愈、いれに
さ゜や深に’０１にれゆ女さ充共，x，そてまお
ら「IDAま対待，),，るる」しれ実，ii1でれ、でい
に治突りしさ館。付１，ii1るし参行に今のて
発体具にてれしさ域参。ノこ画わ学後回し
腱が体よしるたらの，､ｉま施，【［れびの治女

ｉＩｈＷぞ,,ｒ瓦'ﾐwRj屯ｉｌｉｆｊ:Ⅲf1IlL“

お
わ

り
に

法
学
志
休
第
九
十
八
巻
第
三
号

支供政【二１性勤繰らざ今は雁この巡拡かな

澱,,il灘淑@＆雌！[１１lb噸Ⅶ#“
、得きぐ〈研に深しや女調治しよと研強必ら、

緋Ｗ細鯨11,|;ＭＩＩﾄﾞ靴Fそｔ襲螂州
は深訓ｌの係迦てわし付政きｌｌｌｉｉｇｉ、に、れあいと
、〈炎深者ｃもってのがな行献［’１ﾘＩこるろる人
二感、さをてＵ}てき久腿か政で治らうこう｡権
○謝報に知、究いた｜/|：｜)'１つのき体かしと。’芒１の
○し〈Hf感りｌｉ１のるよ行さた全れ女にたらそ治視
○た了!｝銘、治機。う政れが体ＩＩｌｌｌｉし｜÷｜望の体点
年い作を女（ｲＫ会国仁にて、像蛾行、治ま」ｚとを

丁鮒|$jli鯛｢j〔{Ⅷ９Ⅷ棚￥てlflii
現玉た政｜ﾉｌｉち会治て。県くあ側突Ｉｌｌｚい｜Iリセし
征る゛に七たに体も今や一るす続行る、ンた
でま公取ンいお女川後ＴＩｊ部。ると政。｜Iリタ女

ｌＭｒ’,Ｍ１。！'蝿臘Ｗｌｌｉ醜糊＃し|\
し終忙むの取政深会にれよのす災会の政
、始の熱職IMIはめがおたＩ）研るの、連を一
女暖’'’心１１や、たあいだ、究可姿｜:１鵬推Ｌ
性か、ざ、諸’１１いれてけ午と能をｉｆ；の進ハ

＃＃;懸蝋鰯M鰈Ⅶ麗
先、提行公女の、れま。穴逃すでのると
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縦灘鱗
ＩＦ鱗ｉ１ＩｌＩ

ｌ'’一に。、知に、に訓検て
’２８遥鮪'1ｔ鯛i1iiiiiilI
&竈澱i雛；
$灘麟灘鱗鰄

ｉＩＩｉるそ諸そ逃
つハリｉの股れ｛］
てソ６１１１１のに治
おなも事関休
さ肋、情述へ
たき今にす北

(8州iiiijm
つ調、の地
た１９【二女域
・対○性、
そ象○行甘
ので○政那
うあ年に’４１
らる五つ、

ｊｉｌ:｜月いＩＨｌ
嬰摘のてＩｍｉ
な休刊、｛ｌｌｉＩ
６で行比、

旧１４腱ザル
っ女が先」こ

そ＃,鴇lil
は政年つ域
こに連た￣
こ’則れが及
でオ〕た、び

iIiiiilii1jiMFj雛&悪MliM1鰄＃
の会県るお○員す条しけ市てｉｌｉれ都れり,Ｌ
提づで。け年会る例、てで検でノニでたで
言〈はる度にオを検、は討Ｉよ゜はへは
をり、オlAlおソ制討’'７１，を、、、

淵８燗：郷!i/ｉｉ５１６６氣Ｓ
し委○ズ条検パるすに○め○○は○

蝋１１１離職iii
鮭騨il1鱗
Ⅷ鮮削IuiiiilR）｛蒜箭

３１蝋雛Ｉｉ；''１１
一同は、Ｉ）・平二医提をがが

二
計
画

札
幌
巾
で
は
、
「
列
女
此
伺
参
画
懇
話
会
」
に
「
計
画
提
言
部
会
」
を

一
七
七
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

設
遇
し
、
二
○
○
一
年
度
中
に
提
言
を
提
出
す
る
予
定
で
検
討
を
進
め
て

い
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
市
で
は
、
二
○
○
二
年
度
末
ま
で
に
計
画
を
改

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

京
都
府
で
は
、
二
○
○
一
年
度
に
お
け
る
計
画
の
改
定
を
予
定
し
、

「
京
祁
府
女
性
政
策
推
進
専
門
家
会
議
」
に
お
い
て
検
討
し
て
お
り
、
二

○
○
○
年
二
月
中
に
提
言
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、

府
で
は
、
二
○
○
○
年
度
内
に
新
計
画
を
簸
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

京
都
巾
で
は
、
二
○
○
二
年
度
か
ら
の
第
三
次
行
助
計
画
簸
定
に
向
け

て
、
二
○
○
○
年
四
月
に
市
長
か
ら
「
京
祁
市
男
女
共
同
参
画
魁
話
会
」

に
諮
問
が
あ
り
、
懇
話
会
で
検
討
し
て
い
る
。
新
計
画
に
醗
り
込
む
べ
き

方
向
に
つ
い
て
、
市
民
公
聴
会
を
三
回
Ⅲ
雌
し
、
二
○
○
○
年
度
末
に
提

へ
『
一
Ｍ
を
予
定
し
て
い
る
。

大
阪
府
で
は
、
「
大
阪
府
男
女
協
働
社
会
づ
く
り
瀞
議
会
」
が
二
○
○

○
年
二
月
に
、
次
期
行
助
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
審
議
会
の
検
討
し
て

き
た
内
容
を
「
中
川
報
告
」
と
し
て
公
表
し
た
。
そ
し
て
、
二
○
○
○
年

五
月
ま
で
、
中
間
報
告
に
対
す
る
府
民
か
ら
の
意
見
を
券
架
し
た
。
瀞
議

会
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
検
討
し
、
二
月
頃
に
妓
終
的
な
答
申
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
府
は
、
二
○
○
○
年
度
内
に
新
行

動
計
画
を
錐
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

桶
川
県
で
は
、
「
桶
川
県
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
検
討
委
員
会
」

を
識
慨
し
、
新
計
画
簸
定
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。
二
○
○
一
年
四
月

i蝋灘
と鮴Ｒ３繩臘'キギ縦Ｗ《

灘涯!#嚇懲腋
ili’１．ヨョ機をｌＷをドもｉｕ｣１が同
投ンこ１１１１%｜求と立投つノバＩＩｉｌｌ参
iil・プど崎とめのちｉｉＩＨた水定ｉｕｊｉ
しズ６Ｔｌ丁して述上ｉ(1１機条さ｝|(：
、マオこてい桃げ（ｉｉｉ関例れ進

一
七
八

に
提
言
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

禰
岡
市
で
は
、
二
○
○
○
年
度
中
に
、
「
ふ
く
お
か
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
第
二
川
実
施
汁
町
」
の
簸
定
に
向
け
て
、
検
討
中
で
あ
る
。
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市
民
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
適
合
さ
せ
る
こ
と
も
含
め
て
、
新
た
な
制
度
の
投

股
に
む
け
た
検
討
を
行
い
、
二
○
○
○
年
三
月
に
「
「
統
合
的
市
民
オ
ン

プ
ズ
マ
ン
制
度
』
の
調
査
・
研
究
～
市
民
主
脈
の
理
念
に
も
と
づ
い
た
川

崎
市
政
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
め
ざ
し
て
～
」
と
い
う
報
告
諜
を
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、
同
年
七
月
に
は
、
「
統
合
的
市
民
オ
ン
プ
ズ
マ
ン
検
制
委
貝
会
」

を
股
慨
し
、
男
女
平
報
、
子
ど
も
、
行
政
へ
の
苦
川
及
び
鑑
別
蛎
例
を
受

け
付
け
る
「
統
合
的
市
民
オ
ン
プ
ズ
マ
と
制
度
を
二
○
○
一
年
度
中
に

談
世
す
る
こ
と
を
目
途
に
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｔ
）
埼
玉
県
、
血
凧
那
で
の
男
女
平
等
に
側
す
る
条
例
を
制
定
す
る
助

き
と
連
動
し
て
、
首
都
圏
の
女
性
行
政
審
議
会
等
委
員
、
行
政
担
当
者
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
染
ま
っ
た
ゆ
る
や
か
な
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
一
九
九
七
年

一
二
月
に
発
足
し
、
一
九
九
九
年
四
月
ま
で
に
八
回
の
研
究
会
及
び
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
い
る
。
活
動
の
実
繍
は
、
山
下

泰
子
「
男
女
平
等
朏
水
法
・
推
進
条
例
」
何
際
女
性
一
二
号
一
九
九
八

年
八
二
’
八
三
頁
に
詳
し
い
。

（
２
）
九
州
全
域
、
山
凹
以
、
沖
縄
雌
も
含
む
。

（
３
）
京
祁
巾
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
条
件
縦
伽
を
ｎ
点

施
簸
と
位
悩
づ
け
、
そ
の
一
畷
と
し
て
「
ガ
ン
パ
レ
女
性
に
や
さ
し
い

企
難
」
卵
錐
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
肌
点
か
ら
、
一
九
九
八
年
皮
に

「
束
郁
・
女
性
に
や
さ
し
い
広
告
」
を
表
彰
す
る
邪
難
を
実
施
し
た
。

（
４
）
一
九
九
八
年
度
ま
で
に
八
件
の
耶
案
が
処
理
さ
れ
て
い
る
。
参
照
、

班
呪
祁
労
働
綴
済
局
『
肋
く
女
性
と
労
肋
法
，
九
九
』
六
○
面
。

目
論
体
女
性
行
政
の
比
絞
研
究
（
大
西
・
征
橘
）

（
５
）
川
剛
法
人
枇
浜
巾
女
性
協
会
「
枇
浜
巾
女
性
川
淡
ニ
ー
ズ
洲
在
棚

告
諜
第
一
章
～
フ
ュ
ミ
ー
ー
ス
ト
リ
サ
ー
チ
の
視
点
か
ら
～
』
一
九
九
六

●
●
●
 

ｌ
 

（
６
）
川
崎
巾
①
七
○
頁

（
７
）
川
崎
巾
②
六
一
頁

（
８
）
川
崎
市
男
女
平
等
鵬
巡
協
縦
会
。
川
崎
巾
列
女
平
聯
オ
ン
ゾ

ド
ゥ
」
の
投
側
に
向
け
て
の
提
言
』
一
九
九
六
年

（
９
）
こ
う
し
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
「
川
崎
巾
統
合
的
市
民
オ
ン
プ
ズ

マ
ン
制
匝
研
究
会
」
で
は
、
二
○
○
○
年
三
川
に
、
巾
艮
に
対
す
る
提

言
を
ま
と
め
、
引
き
続
き
同
検
討
委
員
会
が
制
度
設
計
を
準
備
し
て
い

る
。

（
川
）
東
京
郷
⑨
一
四
頁
、
同
⑦
’
三
頁

（
Ⅲ
）
福
岡
県
②
五
七
’
五
八
頁

（
吃
）
大
阪
府
①
三
二
頁

（
旧
）
東
京
郁
⑧
三
一
頁

、
）
男
女
共
同
参
画
社
会
荻
水
洗
の
立
法
過
侭
は
、
大
沢
真
理
「
男
女

共
同
参
画
社
会
雄
水
法
の
め
ざ
す
も
の
－
Ｍ
Ｍ
法
人
術
浜
市
女
性
協
会

『
女
性
施
設
ジ
ャ
ー
ナ
ル
く
Ｃ
一
・
五
』
七
六
’
一
二
一
頁
に
詳
し
い
。

添
木
研
究
に
は
、
川
剛
法
人
東
京
女
性
川
剛
の
一
九
九
九
年
皮
の
自
主

研
究
助
成
を
得
た
。

一つ

薑ＬＫ
几
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

年
表
一
自
治
体
別
行
動
計
画
変
遷
一
覧

、

一
八
○

０
１
３
、

一九八五 一九八四 『し１．．．ｌｊノ一二 一九八二 一九八一 一九八○ 一九七九 一九七八
１１： 

北海道・蝿人行動計画後期推進
方莱

札擢巾・女性のための計画（第
一次女性計画） 北海池・則人行助汁間

北海適地城

枇浜巾・よこはま女仙訓剛川的巾・男女共同社会をめざす計画（第一期行動計画を含む） 埼玉県・婦人の地位向上に側する埼玉県計画（修正版） 東京刑・鯛人川迦解決のための祈血京行助汁画「Ⅶ次の平輔と共同参加へのとうきょうプラ
ン」

神奈川肌・かながわ女性プラン 埼玉県・婦人の地位向上に側す
る崎玉叺計画

東京柵・鮒人Ⅲｕ解決の止泌の東京郷行動計画
蘭祁剛

大阪巾・潟人施簸に側する岻木
計画

京都市・捌人問題解決のための京赫巾行動計画
京郁川・醐人の地仙の向上と柵祉の埆巡を図ろ行釛訓同大阪卿・女眺の脚立と参加を進める大阪府行動計画

Ⅲ断１１ 

桐岡雌・捌人川題解決の允的の福岡県行助計画（改訂鮫） 福岡県・婦人問題解決のた鋤の柵川雌行鋤誹間 九州北部地域

一九八六

埼玉県．男女平等社会確立の犬一鍼鋼馴岬蒋魏岬池”銅鼬。韮山一緬州枠（炉蝦拙卵魎蝦坤、雌鐡輌
めの埼玉県計画

Hosei University Repository



自
治
体
女
性
行
政
の
比
絞
研
究
（
大
西
・
江
橋
）

一

八
一

一九九四 一九九三 今ＬＬ一・一ｊｊｌｌ 一九九一 一九九○ 一九八九 一九八八
九
八

七

札幌巾・男女の共同参画型社会を側脂寸さっぼろ汁薗（第二次
女性汁画）

北海地・女桃の倒立プラン

東京祁・女性問題解決のための東京都行効汁画つ二世紀へ列女平等推進とうきょうプラン」神奈川県・折かながわ女性プラン（改定実施計画）川崎市・男女共同社会をめざす計画第三期実施計画 埼玉皿・男女平等祉会硫立のための崎玉映計画（修正版）
枇画

浜巾・姉二次よこはま女性計 川崎市・叫女共同社会をめざす汁画第二期実施叶画 神奈川肌・所かながわ女仙プラ
ン

大阪市・第二次大阪市女性施策に側する脇本計画 京稲巾・第二次京郁巾女性計画 大阪府・男女惚鋤社会の実現をⅢ脂寸大阪府蛎三川行効計画ｌ女と男のジャンプ・プラン 大阪市・婦人施莱に側する基本汁剛（児廠しと拡充） 京都府・Ｋｙｏのあけぼのプラ
ン

北九州巾・女性プラン 柵岡巾・ふくおか女性プラン

一九几肛

埼玉臥・二○○一杉の国男女共同参画プログラム仙浜市・第三次よこはま女性汁醐「ゆめはま男女共同参画プラ
｜紐をめざす大阪肝女性プラン

のしあわせプラン桐岡巾・第二次ふくおか女性プラン（改訂版）「ふくおか男女共
同参画プラン」

北九州巾・女性プラン（改定坂）

Hosei University Repository



法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

一一

八
二

二○○○ 一几九九 一几九八
九
九
七 一九九六

北海道・男女共同参画プラン

東京祁・列女が平報に参画する
まち東京プラン

枇浜市・ゆめはま側女共同参画
プラン

川崎市・かわささ男女平等推進プラン（第二期実施計画） 神奈川県・かながわ女性プラン二一男女共同参画社会をめざし
て

大阪巾・列女共同参画プラン 京郁市・第二次京都市女性行肋
計画（改定版）

大阪府・男女協伽社会の実現を目指す大阪府第三期行動計画（改定）ｌ所「女と列のジャン
プ・プラン」

京郁府・Ｋｙｏのあけぼのプラ
ン（改訂版）

北九州市・男女共同参画プラン 瓶岡吸・桐岡雌男女共同参画プラン（輔三次行肋計画）

ソ」

川崎市・かわさき男女平等推進プラン（鋪一期実施計画）
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年
表
一
一
自
治
体
別
専
符
組
織
変
遷
一
覧

自
治
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
橋
）

in 

一

八
三

ﾉＬ 
セ
ノＬ

ﾌﾞＬ 
七
八 一九七七

ﾉＬ 
七
一」‐

’、

ﾉＬ 
ﾋ 
ﾉi： 

九
七
IUI 一九六九 一九（八

年

札幌市市民局青少年婦人部青少
年船人主幹

札幌巾〃生川州人主従 北海道総務部青少年婦人事務局
北海道地域

埼玉県県民祁蝸人間麺企画室叩京梛醐人捌報センター川崎市教育委員会社会教育課婦
人問題行政窓口 ｆ５口ご■も，、タ●■Ｐ５Ｌ、で艸一斯猟於町・ノ

９〃■■●■ＪＪＬＢ■且リク■Ｐ０Ｉｆ 

コーナー 埼弧県企画財政部娚人問題企画
●タ■■■鍛金

埼玉叺生活禰祉部婦人児菰澱婦
人川Ⅷ総合窓、

東京都都民生活局婦人少年部婦
人計画邦

神奈川乢乢民部乢民縫研室醐人
１ １ １ 】〔

j;（ 
ｉｉｉ 
民
生
lnl 
娚
人
部

首都圏

京梛巾総務局婦人対莱諏 京祁巾絶勝局効労者・鰯人対簸
室

京祁府民生労働部蝿人児激烈大阪巾紋布斐、会叩斫刷社会教部婦人教育課に窓口 大阪府労仙部労伽桶祉熱醐人間
Ｍ担当窓口 関西圏

福岡県民生綴柵人対策室 掴岡叫民生部州人児菰郷蝿人川
題担当

禰剛市市民局所少年州人対蛎課
蜘人対簸係 九州北部地域

一九八○

札幌市市民局汁少年蜘人部蜘人一輌糀細挫祁鍬脚馳鋼獅郷少年部一鍬鰍州州鋤鍬叶妙排脚塾鍬人政
腿↑一・丁⑪ザ
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

一

八
四

一九九一 一九九○ 一九八九 一九八八 ’九八七 一九八六 一九八Ｋ 一九八四 一九八三 一九八二 一九八一

北海道女性プラザ 北海道生活冊祉部叶少年州人室 札視市市民局青少年婦人部婦人
鰍婦人係

北海道生活環境部遊民連幼推進木部汁少年醐人月 札幌巾醐人文化センター

附玉県鼎民部女性政莱課神奈川県喋民部女性政策瓢神奈川県立かながわ女性セン
ター

拙浜巾女性計画推進室川崎巾市民同女性行政推進室 仙浜巾・枇浜女性フォーラム 埼玉雌県民部婦人行政綴 櫛浜市市民励蝿人行政推進竃川崎巾市民周州人塞 神奈川県県民部婦人企画室神奈川叺立州人総合センター 愉浜市企画調整局蝿人間鋤調廊
等担当

京都府卿氏労仙部女性玖簸課 京祁府福祉部青少年女性政策課 大阪市市民局生活文化部醐人対
簸諜

大阪府生柵文化部婦人玖砺郷 大阪府企画部婦人政箙課 京郁府総防同市民部拙人櫛少年
課

大阪府企画部府民文化室鯏人玖
簸室

京都市総務局婦人計画課

緬岡県企画振興部県民生活局女
性政雄課

桶岡市市民局女性部 北九州巾市民局女性行政鵬進部 福岡市市民局女性企画魂
１ 百ｍⅡ

Ⅱ 
◆｜■Ｕ ▲■■■■▽ ■■■５ 

女性センター・アミカス 桶岡県企画振興部県民生活局知
人対策課

獅岡市市民局蝿人対簸邦 北九州市民生局婦人対箙宝

一ＬＬ・●一Ｊノー

札幌巾市民同洲少年女性部女性
企画深惟進係札幌市女性センター

０１．，０トー》劇司郎張峠い『○Ｊ／、田川ＣＩＩＣｎ⑬

東京祁生折文化局女性汁少年部
女性計画灘

鉱係

京都巾総研局巾民部女桃両少年
澱

大阪府生活文化部女性政簸諜
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一
九
九
九

一
九
九
七
一
北
海
道
環
範
生
活
部
女
性
案

一
埼
玉
以
環
壇
生
活
部
女
性
政
筑
部

一
九
九
六

一
九
九
パ
ー
北
禰
逝
生
臘
伽
隷
女
性
室
一
蝋
煎
り
東
京
ゥ
ｊ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
｜
繍
蝿
化
市
民
燭
卯
女
此
同
参
剛
一
球
九
州
市
立
女
眺
セ
ン
タ
ー
．
ム
ー

一
九
几
四

札
幌
市
市
民
同
市
民
生
活
部
女
雛
企

画
室
列
女
共
同
参
画
課

北
海
道
生
活
福
祉
部
青
少
年
女
性
室

胤
治
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
橘
）

ⅡＩ室Nb画神
崎浜諏余
市ｉｌｊｌｌｌ
市市リ,Ｌ
民民リム
局同氏
人リ）部
権女人
・共権
男同ｿ）
女参女
共ＨｌｉｊＬ
同ＩＩｔｌｉｉｌ
参逃参

憐
浜
市
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
よ
－
」
は
ま

部大づ大
館鮫<限
．ｉけりI｢ｌ
ク女諜生
しＭ１活
オい文
大さ化
阪い部
來さリ）
セー女
ン協
夕（１）
Ｉ社
來会

京
都
府
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

大
阪
巾
女
性
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
竹

部
館
・
ク
レ
オ
大
阪
南 灘１１

福
岡
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
局
女

性
政
鞭
澱

福
岡
県
女
性
セ
ン
タ
ー
・
あ
す
ば
る

一
八
五
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法
学
志
休
第
九
十
八
巻
第
三
号

一
八
六

二○○○

札幌市市民局生活文化部男女共同参画推進室男女共同参画課
埼玉県総務部女性政策課

禰岡県生活労働部県民生活局女
性政簸課

画室

川埼市男女共同参画センター・
すくらむ二一
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年
表
二
自
治
体
別
庁
内
横
断
組
織
変
通
一
覧

自
桁
休
女
伽
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
鵬
）

一

八
七

一九八一 一九八○ 一九七九
ﾉＬ 
七
八 一九七七

ﾉＬ 
七
一、→－

′、

九
七
五 一九六五

(I： 

北海道青少年婦人総合対策本部（長・刑知耶、木部ｕ・部局霊長、幹加・課長）
北
海
j世
jul 
域

邑良轍

玉県翻人関係行政推進会議・部及、メンバー・関係灘 崎玉乢刷人川凹庁内巡絡会鑛（長・部及、メンバー・関係瓢
長）

束哀祁婦人関係行政推進会離、幹収会、推進瓜（委貝・部災、
紳耶・瓢災）

神奈川県婦人関係行政辿絡推進会談（長・副知耶、委口・部長、
仲耶会） 首那凹

京郁巾婦人行政企画脈巡会縦（長・助役、委員・局長、幹事
会・課長）

大阪府鰐人間題企画推進本部（災・知耶、本部ｕ・部局腿、枠
邪・狐長）

京梛市馴人川迦行政昨内辿納会 京祁府婦人側係行政辿絡会（メ
ン．ハー・誠腱）

大阪市婦人問題対策惟進協議会（災・市長、常任幹那・側係課長、幹馴・庶勝担当澱長）
関西圏

偏岡市鶏人対策協議会（優・市長、差働・局長、什躯・部長） 北九州市婦人問題推進協議会（災・助役、姿ｕ・川災、紳邪．
長）

抓岡以蹄人側係行政鵬巡会狼（長・知班、委口・部長） 九州北部地域
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

一
八
八

一九九○ 一九八九 一九八八
）Ｌ 
八
七 一九八六 一九八江 一九八四 一九八三 一九八二

札幌市女性のための行政推進会議（委員・関係助役・局長、幹邪・側係部長、企画劉悠口・課
長）

枇浜巾鰯人行政推進会雛（長・助役、メンバー・同区災、幹耶会・部長、検討会鏑・課長）川崎市醐人間脳行政巡絡雌巡会議（長・市長、メンバー・同慶、
幹収会・課長）

神奈川県女性行政述絡推進会鍍（災・剛知邪、姿ｎ．椰艮、紳
叩・課長）

京祁府女性政簸推進本部（長・副知珈、メンバー・部長、仲耶
会・郡長）

北几川巾女性行政推進協縦会（災・助役、姿ｎ．脇災、肺耶・
部湿長）

一九九一

埼玉雌女性側係行政惟巡会畿（災・部長、メンバー・関係課
長）

京祁市蜘人行政企画推進会鱗幹耶会「女性企画部会」大阪府女性政莱企画推進木部
柵岡県女性行政推進会議（災・知耶、委側・部災）
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自
治
体
女
性
行
政
の
比
校
研
究
（
大
西
・
加
橘
）

午
弥

一
八
九

・しＬｌ－ｊｊノ
ﾉＬ 
ﾉＬ 
七 一九九六 一九九五 一九几四 一九九三 ●しし。●ｌｊｊ二

北海道男女共同参画推進本部、幹耶（災・知耶、本部ロ・部長、
俳蛎・課長）

崎玉貼Ⅶ女共同参画惟進会鋼（災・知耶、メンバー・副知耶、公禰企難行川背、枚汀災、僻察木部災、ほか側係部局災）、紳耶会（災・局長、メンバー・川係
課長）

川崎市女性行政推進連絡会議（災・助役、メンバー・局長、仲
甑・課長）

京郁市男女共同参画推進会議（長・副市長、メンバー・局艮、
幹蛎・課長）

京祁市女性行政企画推進会雛
「常倣幹耶会」

大阪川女性施策企画推進日大阪巾女仙施簸批地協議会（腱・市長、常任鮮蛎・関係認災、幹取・嚥扮担当課長）

福岡市男女共同参画推進協議会（長・市長、メンバー・局良）

東京都男女平等推進会議（長・川叩、メンバー・励災、紳耶
会’部長）

搬浜巾女性Ⅱ画推進会狼（災・助役、メンバー・局区長、紳
叩・部股）

（長・知珈、本部ロ・部局長、俳
耶・搬艮）
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例リ）のｊＩＩ１共一・
の女た知ｌｒｉｌ－
内共め事参ノＬ北
奔同ののｉｕｊノＬ海
や参調当ノバノＬ道

溌M1；職iili
時本究、｜クリ１１
１０｜条費同のの
は例が年簸知

li篭MilT繩
爵鰯鰍ｆ
るめとで山お
゜のし、１（い
り｝てり）のて
究承女選、
が認共挙ク
進さ同公オ
めれ参約１
らた画の夕
れｏｊＫ－ｉｌｉｌ’
て現本つを
い在条と含
るで例なむ

黎峰；！湖

二
札
幌
市

一
九
几
九
年
九
月
議
会
で
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
条
例
制
定
に
関

す
る
厩
Ⅲ
に
つ
い
て
、
市
及
は
、
二
○
○
○
年
度
に
条
例
制
定
に
つ
い
て

資
料
各
自
治
体
の
条
例
制
定
へ
の
道
樫
（
二
○
○
○
年
洲
査
研
究
す
る
旨
を
溶
弁
し
た
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

三
月
現
在
）

三
埼
玉
県

一
九
九
七
年
三
月
に
、
埼
玉
県
議
会
に
お
け
る
議
員
か
ら
の
質
問
に
対

し
、
知
那
は
「
今
後
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
実
効
あ
る

施
莱
の
検
討
を
進
め
る
巾
で
、
脱
怠
、
研
究
を
進
め
て
参
り
た
い
」
と
馨

弁
し
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
同
年
度
に
「
埼
玉
県
外
女
共
同
参
画
樅

進
条
例
（
仮
称
）
研
究
会
」
、
一
九
九
八
年
度
に
「
埼
玉
県
脇
女
共
同
参

画
推
進
条
例
（
仮
称
）
検
討
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
条
例
の
内
容
の
検

討
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
内
雰
に
関
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
向
識
者
、
女
眺
団
体
、
県
内
企
業
）
や
以
民
意
見
交
換
会

（
二
回
）
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
に
は
論
点
を
公
表
し
、
県

民
か
ら
広
く
意
見
を
募
蛸
し
、
埼
玉
県
女
性
問
題
協
議
会
か
ら
提
言
と
し

￣ 

九
○ 

二○○○ 一九九九

横浜巾男女共同参画推進会議に
改称

川崎市人権・男女共同参画推進
述絡会議に改綱

京那府女性関係行政推進俳獅会（主管課長級）を推進員（次長
組）に改綱
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１１１１鮴lii訓蹴#蝿兀：

|慰撫■
噸職蝋
燦MlMl輔１１Ｎ

て
ま
と
め
ら
れ
た
。
条
例
案
は
二
○
○
○
年
二
月
議
会
に
提
案
さ
れ
、
三

月
二
一
日
に
成
立
し
た
。
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
は
、
一
三
条
（
苦
情

の
処
剛
）
を
除
き
、
二
○
○
○
年
川
Ⅱ
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
。
一
三
条

は
、
二
○
○
○
年
一
○
Ⅱ
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
。

具制な例よ’Ⅱ：六
体定つＬこりの一
的にたの○具人九大
な向。具○体ＦＭノＬ阪
制け人体○「1(）も八府

||ドミｌｌＩ型:脇i【

蝿1M$ijWi1
鯛Mii鵬；
蕊;鱗灘

壕繍
烹（ＲＩＩｌｉｈＷｌＭ
答知約参てｃ定
弁ｚｌｉのｉｉｌｊいＯさ
しは一ｌｌｉｉたかれ
た茶っ雌゜ら、
。例と条（'ｈ女

かえ○本おｎ
ら刀○的い－
､に年なてﾉL１１１
１１つ二港、ノＬ的

Ｍ￥HjiM(lLili 
にニョにｉｌｊ－
ﾘ）を男っに○
次捉女いお）］
平言平てけよ

）lli繍胤椰
水゜会討女第
条このがjlzL

IIll1繩iiilII
iIiIl言にら会崎
>ｉ１を同れのｉｌｊ
の受けた災ソ）
検けた。』n次
il’て条同に平
が、例ＭＩｌｆＩ等

Ｉｉ１ｉ６澱Hlk
ら○本は灸lB

3lii18Mゼ

議
会
に
条
例
案
が
提
案
さ
れ
、
一
一
一
月
三
○
日
に
成
立
し
た
。
男
女
平
等
参

画
離
水
条
例
は
、
二
○
○
○
年
四
月
一
Ⅱ
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

一
九
一
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一一一一一一一・一一一九八七六ハ：四三二一
ﾉＬ八七六五Ｍリ三二一・○

大火Ⅱ,京京京川川Ⅱ,Ⅱi拠螺ＭＭ{ルllIiMiilli
阪阪ＩｉＩ１都祁１１１１１崎ｊＭｊｌＪｉ浜１１１川県法祁ilrTl7法道調

；総｜鱗織織離：
部ＩＭＩ女局セ部参樅次女わ権女’'１女’生Ｉｌｌｉ女鍬

ilk州鮎＃ｗｩ,Ｍ統瀦ｌＨⅡ＃轍幽ノ'し
寵協会文１敗ン女会参七共策少女八
例化莱夕共画ン同課’１：１１|：巻
｜<|：｜|僧洲ｌ同ｌｌｌｉ夕参（Ｉｌｉ１ｒ
会巡参進１画女画簸
づ部ｉｉｈｉ寵諜111：室三
く男室iil.ｿ）び
り女ｉｕｊｉ女
郷共諏共
同同
参参
画画
課課

二
埼
玉
県
関
述

①
埼
玉
県
「
列
女
平
等
社
会
確
立
の
た
め
の
埼
玉
県
計
画
ｌ
繼
正
腱

ｌ
」
’
九
九
○
年

②
埼
玉
県
『
さ
い
た
ま
女
性
の
歩
み
下
巻
』
一
九
九
三
年

一
北
海
道
側
述

①
北
海
道
『
婦
人
行
肋
計
画
』
一
九
七
八
年

=：￣-.-.-。一・－．－．一一－．一・

○九八七六Ｉｊｌｌｌｌ三二一一○

lIil総北北Ｉｌｌ脇’１イＷｉｉｌｌイ大１１イ
立Ｉｌｌ１ノＬノＬｌｉ１１岡ｌｉｌｌｌｉｎｌｌ;)｜阪団

:鰯||灘鯛鰹
育共女ＩＩＡｌＭ１局岡生阪局阪

iiii：”蝿糊蛾１１１
画ソ１１１；ＩｌＩｉ部（!'：リｉＬ性文女
室夕行協女｜|イ民協化協

|政会ＩｌｋｌＵ１Ｌｌｉ会部（1力
ｌＩＩｉ企活女祉
巡画局性会
部訓！女施づ

性策〈
政ｌＩｔり
錐進ＩＭ
ｉｉｌＩｌ課｜;!’

引
用
資
料

一
九
二
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①｛'リ
ド１１
奈神
川奈
県ｌｌＩ

ｌ淫ｉｌｊ
ｉＲ 
Ｈ１ｒｉＩ 
の作
比品
較ｉｌｌＩ
Ｕト奈
究川
へ県

バツｉ
ｉｉ蝿
歴Ｉビ

ン

タ

雌
本

三
束
京
都
関
連

①
来
京
祁
婦
人
関
係
施
鞭
研
究
会
『
恥
凪
祁
に
お
け
る
婦
人
関
係
施
莱
の

潔
題
と
施
策
の
体
系
に
つ
い
て
（
岐
終
鞭
告
こ
一
九
七
二
年

②
東
京
都
婦
人
問
題
懇
話
会
『
婦
人
問
題
総
合
計
画
（
東
京
都
行
動
計

画
）
策
定
に
お
け
る
婦
人
の
参
加
の
あ
り
刀
」
一
九
七
七
年

③
東
京
祁
『
婦
人
問
題
解
決
の
た
め
の
収
京
郷
行
動
計
画
』
一
九
七
八
年

④
亜
凧
祁
『
婦
人
問
題
解
決
の
た
め
の
新
東
京
都
行
動
計
画
男
女
の
平
等

と
共
同
参
加
へ
の
と
う
き
ょ
う
プ
ラ
ン
』
一
几
八
三
年

⑤
東
京
郁
女
性
問
題
協
議
会
『
祁
政
に
お
け
る
男
女
平
等
施
簸
の
新
た
な

腫
胤
に
向
け
て
ｌ
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
・
ア
ブ
．
‐
チ
ー
ム
一
九

九
五
年

⑥
咀
肥
部
『
脚
久
が
平
等
に
参
画
す
る
ま
ち
東
京
プ
ラ
ン
』
一
几
九
八
年

⑦
東
京
都
女
性
問
題
協
議
会
『
来
京
都
男
女
平
等
推
進
基
本
条
例
（
仮

称
）
検
討
椅
子
』
一
九
九
八
年

⑨
一
東
京
部
『
外
女
が
平
聯
に
参
画
す
る
ま
ち
来
京
プ
ラ
ン
平
成
二
年
度

実
施
細
目
』
一
九
九
九
年

⑨
東
京
都
女
性
問
題
協
議
会
『
男
女
平
等
参
画
の
拙
巡
に
関
す
る
条
例
の

雅
水
的
考
え
方
に
つ
い
て
』
一
九
九
几
年

六
京
祁
府
関
述

①
京
郁
府
『
婦
人
の
地
位
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
行
動
計
画
』

九
八
一
年

丘
川
崎
巾
関
迦

①
川
崎
巾
新
女
性
行
動
計
阿
簸
定
委
員
会
『
川
崎
市
新
女
性
行
動
計
画

「
（
仮
称
）
か
わ
さ
き
男
女
平
等
雌
巡
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
廷
一
九
九
四

年

②
川
崎
市
『
川
崎
市
新
女
性
行
動
計
画
か
わ
さ
き
男
女
平
等
推
進
プ
ラ

ン
』
一
九
九
爪
年

一
③
川
崎
巾
男
女
平
等
オ
ン
プ
ド
没
侭
準
備
姿
圏
会
『
川
崎
巾
男
女
平
等
オ

ン
プ
ド
投
潰
に
つ
い
て
』
一
九
九
九
年

櫛
想
』
一
九
七
九
年

②
神
奈
川
県
『
か
な
が
わ
女
性
プ
ラ
ン
』
一
九
八
二
年

③
神
奈
川
県
『
新
か
な
が
わ
女
性
プ
ラ
ン
』
’
九
八
七
年

④
神
奈
川
県
女
性
問
趣
協
議
会
『
新
か
な
が
わ
女
性
プ
ラ
ン
改
定
に
向
け

て
の
提
言
』
一
几
九
六
年

⑤
神
奈
川
県
『
か
な
が
わ
女
性
プ
ラ
ン
ニ
｜
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ

し
て
』
一
九
九
七
年

一

ﾉＬ 
三
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九
大
阪
市
閲
述

①
大
阪
市
婦
人
問
題
懇
話
会
『
婦
人
の
生
涯
計
画
と
大
阪
市
の
施
箙
に
っ

③
大
阪
府
『
男
女
協
勧
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
大
阪
府
第
三
期
行
助
計
画

（
改
定
）
新
女
と
男
の
ジ
ャ
ン
プ
・
プ
ラ
ン
』
一
九
九
七
年

①
大
阪
Ⅲ
女
性
問
題
懇
話
公
認

言
』
一
九
九
一
年

②
大
阪
府
女
性
問
題
懇
話
会
『
女

向
け
て
の
提
言
』
一
九
九
六
年

た慨iiI,i卿年二鼎雄13七
な祁、祁一那考祁京
展ｉｌｍｉｌｌＴｌｒ世ＴｌｉえＴｌｊ都
附ｿ）造－１紀婦刀卿市

へ女す第に人と人関法
鮴iii尻ＩｉＭ蝋Ｍ迦誰
言参ＴＩｉ京た懇の企心

荒:,ii＄郷illll
九会二Ｉｌｌｉ等輔つ脇十

楡テガ墜談鷲＆
尻３iMi鯏竺景鏑
ｌｉｉｌｌｆｌＭｉｌｌ冒
肱:盟洲鯛
’'1：九が指吻人
′~・几共針iil．対
lili三に－画錐
ｉｉＩｌｌｉｌＬＩ－への
画立ノＬの雑
の、九提木
祈参一言的

八
大
阪
府
側
述

『
女
と
男
の
ジ
ャ
ン
プ
・
プ
ラ
ン
見
直
し
に

「
筋
三
川
行
助
計
測
雛
定
に
向
け
て
の
腿

一
○
桶
川
県
側
迎

①
婦
人
問
迦
懇
話
会
『
卿
人
の
地
位
向
上
に
側
す
る
提
言
』
一
九
八
○
年

②
婦
人
問
題
懇
議
会
『
轍
人
間
麺
懇
麟
会
膿
一
一
一
回
ｌ
勤
女
共
同
参
幽
馳
社

会
の
実
現
に
む
け
て
ｌ
」
一
九
九
一
年

②①－ 
し北二北こ
て九イ|ミノL

iliilllilli 
-1行｜川関
北政Ｍｎ辿
九椎懇
川進談
市会会
女議気
性一ﾛ州
プリ）人

う乳ＩＭ
Ｌ同懇
に参談
対面会
す社「'１
る会’''１
提の報
言突告

｜ゼビ
ーめ九
一ざ八

①一
ＭＩＷ１ｉ一
議岡
のＴｌｊｌｉｉｉ
ま肺｜川
と人Ｔｌ『
めＩＩ１ｌｌｌ１Ｉ
ｌ－翅迎
一懇

洲璽
ノ、－Ｕ

年１１(Ｉ

ｌｕ 
′、

○ 

& 
Ｗｉｉ 
ＩＭ１ 
Ｔｌｉ 
婦
人
ⅡⅡ 
題
懇

硬
ユさ

一
九
四

い
て
』
’
九
八
一
年

②
大
阪
巾
女
性
問
迦
懇
話
会
『
自
立
と
人
脈
鰍
載
に
韮
づ
く
男
女
共
同
参

画
枇
会
を
鋤
ざ
し
て
ｌ
「
鋪
二
次
大
阪
巾
女
眺
腿
講
に
側
す
る
眺
水

緋
画
」
の
見
直
し
に
向
け
て
の
鵬
雷
’
一
一
九
九
Ｌ
年

③
『
大
阪
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
第
二
次
大
阪
市
女
性
施
策
に
関
す

る
基
本
計
画
の
改
定
こ
一
九
九
八
年
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③②①一
九リｊｌｌｉｉ総婦三
ﾉＬｋｊ１１ｊＩｌｌ１人
八比状ｌｉｌＩｌＩ１総

ｉ':哩哩iiwM淵
画一道剛鵬｜
藤ノＬｌｉ｛ｌｌｔ連

鷲ｔ州
一年び部
ｿ）脂気
Ｚｚ：〉ｉ１ＩＩｉｌ
ｊＬｉｌｌ内

RＩ１ｍ 
ｉＩｈｉお計
祉けｉｉｌ１
会るし。
雁iii）一
本人几
法にし
に側七
つすイド
いる

て施
一簸
一の

北一」ヒノＬ北北に北北

ゼルilMil{H5iHIil(illi

『,詞{岡Ｉ':而三ｆＴｉｉ
脳fK雛繩迎
女同｜｢ｉｌｌＴｉｌリ）報司女

＃蒜ｉｉｉ；ｆ芒ポ＃
政ブリリ同一ｉｉｉ［１

Kﾌﾚ↓衞几|)ily

#$iiji蝿乙
ilsji＄騎湖
一〈!「（'ｉ九へ七

江一ｉ1$諜七仮イド
魑年平平年称
度成成
の一九！'ｉ
重○年難
点ｨ|：－内
事１－一存

Ｌ
Ｌ
Ｌ
ｒ
 

ｊ
ｊ
ｊ
ノ
ー参
考
文
献
及
び
資
料
（
Ⅲ
川
文
献
で
氷
げ
た
も
の
及
び
収

災
資
料
の
う
ち
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
は
除
く
）

｜Ｍ槻撫ルボｊＭルルルィL
TlT八ｉｌｉＴｌｊｉｌｉ計ＴｌＴ三女Ｔｌ７ＴＩｉ幌

il蕊Ｊ１蕊Ⅱ’
：嫌＃灘
#ポルル’川Hこ
のきO－－Ｌす社幌九

一薪ＩＭ兀《'１§釧仙
ぼ｜］Ill2flﾓ

ﾙ薊ｉＩｌｈｍＩｊＭｉｄｌｉてへ
川一節Ｉの
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・
搬
旧
耕
一
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
女
性
行
政
」
法
》
ナ
セ
ミ

ナ
ー
五
二
九
号
一
九
九
九
年

・
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
男
女
平
等
の
国
際
基

準
報
告
と
資
料
』
’
九
九
八
年

ｊ
ｊ
ｌ
 

・
山
下
泰
子
「
男
女
平
等
雅
水
法
・
惟
巡
条
例
」
国
際
女
性
一
一
一
号
一
九

・
北
京
Ｊ
Ａ
Ｃ
『
全
国
の
行
政
（
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
）
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
調
査
報
告
書
』
一
九

・
部
落
解
放
研
究
所
編
『
人
権
条
例
と
ま
ち
づ
く
り
」
解
放
出
版
社
一
九

木
光
教
元
総
務
庁
長
官
に
側
く
」
女
性
展
望
二
○
○
○
年
二
月
号

・
縫
田
咋
子
（
聞
き
手
）
「
本
部
機
織
、
総
理
府
に
設
慨
久
保
田
真
苗
初

代
婦
人
問
題
担
当
室
長
に
聞
く
」
女
性
展
望
二
○
○
○
年
三
月
号

・
根
森
健
「
男
女
平
等
条
例
を
創
る
」
国
際
女
性
一
二
号
一
九
九
八
年

・
橋
本
ヒ
ロ
子
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
女
性
政
策
の
評
価
指
標
に
関
す

る
試
論
－
１
赫
遊
府
県
指
定
都
市
を
中
心
に
ｌ
」
枇
会
愉
報
論

雌
第
二
号
一
九
九
八
年

・
楠
本
ヒ
ロ
子
「
男
女
平
等
雄
水
洗
と
国
内
本
部
機
柵
」
国
際
女
性
一
二

九
八
年

号
一
九
九
八
年

Ｌ 

ｌ 
１： 

Ｌ
Ｌ
限

自
治
体
女
性
行
政
の
比
校
研
究
（
大
西
・
江
橋
）
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